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東
京
都
の
平
成
２５
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
が

８
月
２９
日
（
木
）
〜
３０
日

（
金
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

東
京
都
立
中
央
・
城
北
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
板
橋
校
に
お

い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
検

者

数

は
１
級
４７
名
（
昨

年
３０

名
）、２
級
２１
名
（
昨
年
１４
名
）

で
、
当
日
１
級
３
名
、
２
級
２

名
の
欠
席
が
あ
り
ま
し
た
。

検
定
試
験
を
委
嘱
さ
れ
て
い

る
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業

組
合
連
合
会
よ
り
矢
部
会
長
が

来
ら
れ
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て

挨
拶
。
初
日
の
み
、
東
京
都
職

業
能
力
開
発
協
会
よ
り
検
定
ご

担
当
が
視
察
に
訪
れ
、
熱
心
に

試
験
の
様
子
を
見
学
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

受
検
者
の
朝
は
早
い
。
毎
年

の
こ
と
な
が
ら
、
受
付
の
１
時

間
前
に
は
試
験
会
場
の
前
で
待

機
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
職
人

気
質
に
は
、
合
格
し
よ
う
と
す

る
前
向
き
な
姿
勢
と
、
技
能
士

と
し
て
社
会
的
地
位
の
向
上
を

め
ざ
す
情
熱
も
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。試

験
時
間
は
タ
イ
ル
張
り
が

１
級
・
２
級
と
も
３
時
間
（
打

切
り
時
間
）、１
級
は
全
般
的
に

良
く
練
習
し
て
き
た
成
果
が
表

れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
な
り

に
時
間
内
に
完
成
し
た
受
検
者

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
２
級
で

は
細
か
い
加
工
に
手
こ
ず
る
受

検
者
が
多
く
苦
戦
の
様
子
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
職
人
歴
が
浅

く
技
能
レ
ベ
ル
が
十
分
で
な
い

受
検
者
も
見
受
け
ら
れ
、
課
題

が
完
成
で
き
な
い
人
が
数
名
い

た
の
は
残
念
で
し
た
。

東
タ
協
報
で
も
タ
イ
ル
工
の

賃
金
を
守
る
、
環
境
を
改
善
す

る
、
若
手
タ
イ
ル
工
を
育
成
す

る
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
タ
イ
ル

業
界
を
つ
く
ろ
う
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
技
能
検
定
の
意

義
が
よ
く
理
解
さ
れ
、
若
手
技

能
者
が
意
欲
を
も
っ
て
邁
進
で

き
る
タ
イ
ル
業
界
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
の
平
成
２５
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
を

前
に
、
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工

事
業
組
合
連
合
会
（
東
タ
連
）

で
は
中
堅
・
若
手
の
タ
イ
ル
張

り
１
級
技
能
士
が
指
導
に
あ
た

る
「
技
能
検
定
実
技
講
習
会
」

を
東
京
都
立
中
央
・
城
北
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
板
橋
校
に

お
い
て
、
７
月
７
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
開
催

し
た
。

参
加
者
は
今
年
の
技
能
検
定

を
受
検
す
る
予
定
の
１
級
３３

名
、
２
級
６
名
。
そ
れ
ぞ
れ
予

定
さ
れ
て
い
る
実
技
課
題
の
ポ

イ
ン
ト
が
指
導
者
か
ら
実
演
を

ま
じ
え
た
丁
寧
な
説
明
が
あ

り
、
参
加
者
は
全
員
が
実
技
試

験
の
全
工
程
プ
ロ
セ
ス
を
実
体

験
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

段
取
り
に
し
た
が
っ
て
一
つ
一

つ
の
タ
イ
ル
張
り
作
業
を
熱
心

に
確
認
し
て
い
っ
た
。

特
に
一
昨
年
１０
年
ぶ
り
に
課

題
が
改
訂
さ
れ
た
２
級
で
は
、

タ
イ
ル
加
工
の
作
業
が
格
段
に

増
え
た
た
め
、
ふ
だ
ん
加
工
の

実
戦
経
験
の
少
な
い
若
手
職
人

に
と
っ
て
は
難
度
が
高
い
よ
う

で
、
か
な
り
練
習
を
積
ま
な
け

れ
ば
合
格
は
覚
束
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
先
輩
技
能

士
の
感
想
で
あ
っ
た
。

豊
島
支
部
で
も
実
技
練
習
会

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工

業
協
同
組
合
（
東
タ
協
）
豊
島

支
部
（
加
藤
勝
宏
支
部
長
）
で

は
、
所
属
事
業
所
の
技
能
検
定

受
検
者
を
対
象
に
「
技
能
検
定

実
技
練
習
会
」
を
７
月
２１
日

（
日
）、㈲
真
下
建
材
工
業
の
北

戸
田
ベ
ー
ス
に
お
い
て
実
施
し

て
い
る
。

平
成
２５
年
度
タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
を
終
え
て

タ
イ
ル
張
り
主
席
検
定
委
員

瀧
山
有
二

タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定
実
技
講
習
会
を
開
催

タイル張り技能検定 役員の皆さんタイル張り１級 実技講習会のもよう

（板橋校）

東
タ
連

タイル張り技能検定 実技試験のもよう

タイル張り２級 実技講習会のもよう

（板橋校）

タイル張り１級技能検定 奮闘する選手

実
技
練
習
会

豊
島
支
部

タイル張り２級技能検定 奮闘する選手

全
左
タ
塗
国
保
は
第
９１
回
臨

時
組
合
会
を
７
月
１９
日
（
金
）

に
市
谷
の
こ
く
ほ
２１
・
２
階
会

議
室
に
て
開
催
。
次
の
議
案
審

議
が
行
な
わ
れ
て
、
承
認
さ
れ

た
。

第
一
号
議
案

平
成
２４
年
度
事

業
報
告

第
二
号
議
案

平
成
２４
年
度
収

入
支
出
決
算
書

監
査
報
告

第
三
号
議
案

平
成
２４
年
度
収

入
支
出
決
算
残
額
処
分
（
案
）

そ
の
他

○
事
業
実
績

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
で

は
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法

に
よ
る
、
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
が
設
置
さ
れ
、
制
度

改
革
を
行
う
た
め
の
審
議
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。

４
月
２２
日
に
第
１０
回
の
国
民

会
議
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
の
整
理
が
医
療
・
介
護
分
野

に
お
い
て
行
わ
れ
、
主
な
論
点

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
国

民
健
康
保
険
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
運
営
主
体
と
し
て
都
道
府

県
を
保
険
者
に
す
る
案
と
、
現

行
ど
お
り
市
町
村
保
険
者
を
維

持
し
な
が
ら
都
道
府
県
単
位
の

共
同
事
業
の
改
善
で
対
応
す
べ

き
だ
と
の
意
見
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
医
療
制
度
改
革

関
連
で
は
被
用
者
保
険
間
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
の
全
面
報
酬

割
の
導
入
や
７０
〜
７４
歳
の
医
療

費
自
己
負
担
（
現
在
１
割
に
凍

結
）
を
法
律
本
則
の
２
割
に
、

ま
た
国
保
組
合
関
連
で
は
所
得

の
高
い
被
保
険
者
か
ら
な
る
国

保
組
合
へ
の
定
率
補
助
の
廃
止

な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
国
民
会
議
の
法
律
に
基

づ
く
設
置
期
限
は
本
年
８
月
２１

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
推

進
法
に
規
定
さ
れ
た
課
題
の
具

体
策
策
定
ま
で
至
る
か
が
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
か
る
状
況
下
に
お
い
て
平

成
２４
年
度
の
事
業
実
績
と
し
て

は
次
の
と
お
り
要
約
さ
れ
る
。

一
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
医

療
保
険
料
及
び
介
護
保
険
料
共

に
据
え
置
き
と
し
た
。

二
、
被
保
険
者
数
は
減
少
傾
向

が
継
続
し
て
結
果
的
に
は
、
予

算
人
数
で
４
万
３
５
０
０
人
を

見
込
ん
だ
が
、
実
質
的
に
は
４

４
９
人
増
の
年
平
均
４
万
３
９

４
９
人
で
あ
り
、
年
度
末
で
は

４
万
３
２
１
４
人
と
な
っ
て
い

る
。

三
、
収
入
実
績
の
保
険
料
収
入

に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
数
が

予
算
を
下
回
っ
た
結
果
、
２
千

７
百
万
円
の
増
収
と
な
っ
た
。

四
、
支
出
実
績
で
は
、
保
険
給

付
費
が
支
出
の
６４
％
を
占
め
て

お
り
、
特
に
療
養
給
付
費
の
一

人
当
た
り
の
伸
び
率
が
、
当
組

合
に
お
い
て
も
高
齢
化
に
よ
る

影
響
で
急
増
し
高
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
次
に
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
が
１７
％
、
介
護
納
付
金

が
９
％
で
、
こ
の
３
科
目
で
全

体
の
９０
％
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
を
差
引
い
た
実
質
収
入
で
は

５
億
６
千
万
円
の
赤
字
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
医
療
費
の
増
加
と

平
成
２３
年
度
に
交
付
さ
れ
た
国

庫
補
助
金
（
療
養
給
付
費
補
助

金
・
特
別
対
策
費
補
助
金
等
）

が
２
億
５
千
万
円
の
超
過
給
付

で
あ
っ
た
た
め
に
、
平
成
２４
年

度
に
お
い
て
同
額
を
返
還
措
置

し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
災
組
合
員
へ
保
険
料

減
免
と
一
部
負
担
金
免
除
、
加

入
促
進
奨
励
金
規
程
に
よ
る
当

該
支
部
へ
の
交
付
、
ポ
ス
タ
ー

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
加
入

促
進
、
適
用
の
適
正
化
と
し
て

職
種
確
認
の
実
施
、
高
騰
す
る

医
療
費
を
抑
止
す
る
た
め
に
診

療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）

の
審
査
・
調
査
の
強
化
及
び
広

報
事
業
の
充
実
強
化
に
努
め

た
。

（
事
務
局
）

全
国
左
官
タ
イ
ル
塗
装
業
国
民
健
康
保
険
組
合

第
９１
回
臨
時
組
合
会

平
均
年
齢
４３
・
８８

被
保
険
者
の
男
女
・
年
齢
別

構
成
表
（
年
度
末
）

男
４４
・
７１
歳

女
４２
・
６６
歳

都立城東職業能力開発センター
住宅内外装仕上科 入校生募集
１２月生（６ヶ月コース）
・募集期間 平成２５年１０月７日（月）～１０月２５日（金）
・選 考 日 平成２５年１１月１１日（月）
・合格発表 平成２５年１１月１８日（月）
・訓練期間 平成２５年１２月２日～平成２６年５月３０日
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